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＾
報
告
＞

ー

台

湾

の

〈
国
文
学
〉

〈
日
本
文
学
研
究
〉

ア
ジ
ア
に
お
け
る

の
一
端

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
性
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
性
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
理
論
が
、
世
界
各
地
で
め
ざ

ま
し
く
流
行
し
て
い
る
近
年
、
各
学
問
の
専
門
分
野
が
、
こ
れ
ら
の
動
き
に

触
発
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
や
挑
戦
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
・
学
科
の
位
置
付
け
や
役
割
、
担
う
べ
き
責
任
を
改
め
て

考
え
な
お
そ
う
と
い
う
声
が
相
次
い
で
出
て
き
た
の
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
、
不
況
の
直
撃
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
、
大
学
に
お
け
る
文
科
系
の
再
編
や
解
体
と
い
っ
た
危
機
的
状
況
に
陥
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
南
西
に
あ
り
、
〈
宝
島
〉

の
通
称
を
持
つ
台
湾
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
九
二
年
か
ら
、
台
湾
で
は
小
中
学
校
か
ら
大
学
に
わ
た
っ
て
全
面
的

に
教
育
改
革
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
は
じ
ま
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
大

学
で
も
統
一
入
試
を
廃
止
し
て
、
多
元
的
入
学
。
フ
ラ
ン
が
改
革
の
第
一
歩
と

し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
つ
い
に
今
年
（
二

0
0
二
年
）
、
よ
う
や

く
全
面
的
に
多
元
的
入
学
プ
ラ
ン
が
実
施
さ
れ
、
五

0
年
近
く
行
わ
れ
て
ぎ

た
大
学
の
統
一
入
試
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
数
も
約
一
五
〇

校
と
以
前
の
六
、
七
倍
も
の
数
に
な
っ
て
き
た
（
付
記

3
)
。
ま
た
、
こ
の

中
の
お
よ
そ
五
分
の
一
（
三

0
校
以
上
）
の
大
学
に
日
本
語
関
係
の
学
科
が

で
き
、
そ
の
う
ち
約
五
分
の
四
は
、
一
九
九
六
年
以
後
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
一
九
九
六
年
に
銘
博
大
学
が
従
来
の
「
日
本
語
文
学
系
」
（
日
本
語
文

学
科
）
と
の
差
異
化
を
図
る
目
的
で
、
「
応
用
日
語
学
系
」
（
応
用
日
本
語
学

科
）
を
設
置
し
た
よ
う
に
、
そ
の
後
〈
実
用
的
〉
日
本
語
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、

〈
実
用
的
〉
日
本
語
の
教
育
に
主
眼
を
置
く
、
い
わ
ゆ
る
「
応
用
日
語
学
系
」

が
次
々
と
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
見
台
湾
や
日
本
の
不
況
・
教
育
改
革
と
は
関
係
な
い
よ
う
に

見
え
る
が
、
し
か
し
こ
の
〈
応
用
的
〉
〈
実
用
的
〉
を
一
途
に
求
め
る
現
象

は
、
も
ち
ろ
ん
大
学
間
の
激
し
い
競
争
の
中
で
質
の
高
い
学
生
を
入
れ
、
大

学
の
ラ
ン
ク
を
上
げ
よ
う
と
す
る
試
み
と
深
く
関
連
し
て
お
り
、
ま
た
台
湾

社
会
全
体
で
日
本
語
を
使
っ
て
の
仕
事
、
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
人
材
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
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い
わ
ゆ
る
非
「
応
用
的
・
実
用
的
」
学
科
、
「
日
本
語
文
学
系
」
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
じ
く
語
学
や
文
学
の
専
門
的
人
材
を
養
成
す
る
役
目
を
果
た
す
の

か
、
あ
る
い
は
歴
史
の
流
れ
に
悼
さ
し
、
社
会
か
ら
の
現
実
的
な
要
請
に
応

じ
て
、
た
だ
日
本
語
を
使
っ
て
仕
事
が
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
の
か
と
い

っ
た
問
題
を
検
討
し
な
お
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
論
で
は
最
近
も
っ
と
も
非
「
応
用
的
・
実
用
的
」
と
さ
れ
る

〈
日
本
文
学
〉
が
、
台
湾
の
中
で
は
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
研

究
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
本
論
の
流
れ
と
し
て
は
、
初
め

に
台
湾
の
日
本
語
教
育
の
歴
史
を
顧
み
、
そ
れ
か
ら
「
応
用
日
語
学
系
」
に

対
す
る
「
日
本
語
文
学
系
」
（
学
部
・
大
学
院
）
の
教
育
現
場
、
日
本
語
教

育
関
係
の
学
会
等
、
台
湾
に
お
け
る
〈
日
本
文
学
研
究
〉
の
場
に
即
し
て
、

そ
の
実
態
を
ま
と
め
た
い
（
付
記
2
)
。

一
九
九
六
年
ま
で
、
台
湾
で
日
本
語
教
育
と
い
う
と
、
日
本
語
（
学
）
．

日
本
文
学
を
中
心
に
人
材
を
養
成
す
る
教
育
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
、
日
本
文
学
研
究
の
実
態
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
台
湾
の
大
学
の
日

本
語
教
育
の
歴
史
か
ら
ま
と
め
て
み
る
。

台
湾
は
、
五

0
年
に
わ
た
る
日
本
の
植
民
地
を
経
て
い
る
た
め
、
当
然
、

母
国
語
と
し
て
日
本
語
を
教
育
さ
れ
て
き
た
人
も
多
い
が
、
残
念
な
が
ら
日

本
文
学
の
研
究
に
関
わ
る
人
材
は
殆
ど
輩
出
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

つ
ま
り
、
戦
前
〈
母
国
語
〉
と
し
て

H
本
語
教
育
を
受
け
た
知
識
人
が
、
自

分
の
日
本
語
の
才
能
を
生
か
し
、
日
本
文
学
の
研
究
に
従
事
す
る
こ
と
は
殆

ど
な
か
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
状
況
は
一
っ
に
は
日
本
の
植
民
地
政
策
に
由
来
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
も
う
―
つ
の
理
由
と
し
て
、
一
九
四
九
年
に
国
民

党
政
府
が
台
湾
に
引
き
上
げ
て
き
た
後
、
反
日
感
情
の
た
め
意
識
的
に
日
本

語
・
日
本
文
学
の
人
材
の
養
成
に
努
め
な
か
っ
た
こ
と
も
、
日
本
語
教
育
の

人
材
の
中
絶
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

政
府
は
、
こ
の
傾
向
に
つ
い
て
後
に
考
え
直
し
、
一
九
六
三
年
八
月
に
私

立
中
国
文
化
大
学
（
元
私
立
中
国
文
化
学
院
）
に
「
東
方
語
文
学
系
日
文

組
」
の
開
設
許
可
を
下
し
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
は
じ
め
て
、
大
学
に
日
本
語

文
学
関
係
の
講
座
を
設
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
当
時
の
開
設
の
方

針
と
し
て
は
、
国
益
の
た
め
に
日
本
と
の
交
流
に
貢
献
し
う
る
人
材
を
育
成

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
〈
実
用
性
〉
の
低
い
日
本
文
学
関
係
の
科

目
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
の
、
重
視
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

以
後
、
一
九
六
六
年
に
私
立
、
淡
江
大
学
（
元
私
立
淡
江
文
理
学
院
）
に

「
東
方
語
文
学
系
」
、
一
九
六
九
年
に
私
立
、
輔
仁
大
学
に
「
東
方
語
文
学

系
」
、
一
九
七
一
一
年
に
私
立
、
東
呉
大
学
に
「
外
国
語
文
学
系
東
方
語
組
」

と
い
う
日
本
語
文
学
関
係
の
学
科
と
講
座
が
、
相
次
い
で
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
当
時
の
国
民
党
政
府
が
、
計
画
的
に
、
三
年
ご
と
に
私
立
大
学

に
「
東
方
語
文
学
系
」
と
い
う
学
科
名
で
、
日
本
語
文
学
関
係
の
学
科
の
設

置
を
許
可
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
べ
き
は
「
東

方
語
文
学
系
」
と
い
う
名
称
が
、
実
際
は
日
本
語
文
学
科
の
こ
と
を
指
し
、

日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
の
国
々
の
言
語
や
文
学
は
い
っ
さ
い
取
り
扱
っ
て
い
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
意
図
的
に
〈
日
本
〉
を
使
わ
な
か

っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
歴
史
的
に
反
日
感
情
を
持
つ
政
府
の
取
っ
た

方
針
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
最
近
ま
で
国
立
大
学
に
は
、
日
本
語
文
学
関
係

の
学
科
や
講
座
の
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
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台
湾
史
上
初
め
て
、
国
立
大
学
に
日
本
語
文
学
の
関
連
講
座
が
設
置
さ
れ

た
の
は
一
九
八
九
年
の
こ
と
で
、
国
立
政
治
大
学
に
「
東
方
語
文
学
系
日
文

組
」
（
現
在
「
日
本
語
文
学
系
」
）
と
い
う
学
科
名
で
開
設
さ
れ
た
。
だ
が
、

こ
れ
は
私
立
大
学
よ
り
二
六
年
も
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
六

年
間
に
日
本
語
文
学
の
教
育
や
研
究
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
は
、
文
化
、

淡
江
、
輔
仁
、
そ
し
て
東
呉
の
四
つ
の
私
立
大
学
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

四
校
は
、
〈
応
用
系
〉
（
私
立
銘
偉
大
学
・
国
立
高
雄
第
一
科
技
大
学
）
の
大

学
の
大
学
院
と
異
な
り
、
台
湾
で
歴
史
の
長
い
「
日
本
語
文
学
系
」
の
大
学

院
（
修
士
課
程
）
が
あ
る
大
学
で
、
現
在
、
日
本
語
文
学
の
教
育
及
び
研
究

を
す
る
重
要
な
機
関
に
も
な
っ
て
い
る
。
特
に
束
呉
大
学
は
、
一
九
九
一
年

に
は
台
湾
唯
一
の
日
本
語
文
学
の
博
士
課
程
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
一
九
九
七
年
か
ら
論
文
指
導
の
専
任
教
師
が
足
り
ず
、
し
ば

ら
く
休
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
一
九
九
二
年
に
私
立
東
海
大
学
が
「
日
本
語
文
学
系
」
を
設
立
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
台
湾
北
部
に
偏
っ
て
い
た
大
学
の
「
日
本
語
文
学

系
」
が
よ
う
や
く
台
湾
中
部
に
も
広
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
四
年
に
台

湾
一
の
名
門
大
学
の
国
立
台
湾
大
学
が
社
会
か
ら
の
要
請
に
応
え
、
「
日
本

語
文
学
系
」
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
に
台
湾
中
部
に
あ
る
私
立

静
宜
大
学
が
、
「
応
用
日
語
学
系
」
設
置
の
風
潮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
日
本

語
文
学
系
」
を
設
置
し
た
の
は
、
極
め
て
異
色
で
意
味
深
い
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
系
の
研
究
方
針
に
日
本
植
民
地
期
の
研
究
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
。

二
章
で
取
り
上
げ
た
「
日
本
語
文
学
系
」
の
大
学
は
、
主
に
、
八
校
挙
げ

ら
れ
る
が
、
こ
の
八
校
を
再
び
大
学
院
の
有
無
に
よ
り
、
二
組
に
分
け
て
、

日
本
文
学
を
専
攻
す
る
大
学
教
師
、
日
本
文
学
関
係
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
学

科
紀
要
、
そ
し
て
学
術
活
動
を
通
し
、
台
湾
の
日
本
文
学
研
究
の
一
端
を
ま

と
め
て
み
る
。

大
学
院
が
あ
る
の
は
、
文
化
、
淡
江
、
輔
仁
、
そ
し
て
東
呉
の
四
つ
の
私

立
大
学
で
あ
る
。
次
に
、
大
学
院
の
成
立
順
序
に
沿
っ
て
述
べ
て
い
こ
う
。

中
国
文
化
大
学
の
教
育
方
針
は
、
台
湾
と
日
本
の
交
流
に
貢
献
し
う
る
人

材
を
養
成
す
る
こ
と
で
‘
―
二
校
も
の
日
本
の
大
学
と
姉
妹
関
係
を
結
ん
で

い
る
。
専
任
教
師
は
、
一
七
名
で
、
日
本
文
学
専
攻
の
教
師
は
専
任
が
五
名

（
文
学
総
論
二
名
、
古
典
一
名
、
近
代
二
名
）
で
、
非
常
勤
講
師
（
学
部
は

含
ま
な
い
）
は
一
名
で
あ
る
。
大
学
院
に
は
、
文
学
関
係
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
し
て
、
中
日
比
較
文
学
研
究
（
必
）
、
日
本
古
典
文
学
研
究
（
選
）
、
日
本

近
現
代
文
学
（
選
）
が
、
学
部
に
は
、
日
本
名
著
選
読
（
必
）
、
日
本
文
学

史
（
必
）
、
日
本
古
典
文
学
（
選
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
中
日

文
化
」
と
い
う
学
科
紀
要
が
一
九
七
一
年
六
月
か
ら
発
行
さ
れ
、
す
で
に
二

0
号
を
数
え
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
五
年
に
限
れ
ば
、
日
本
文
学
関
係
の
論
文

は
四
本
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
二

0
0
0
年
三
月
二

0
、
ニ
―
日
に
行
わ
れ

た
「
第
一
回
日
本
研
究
・
台
日
関
係
・
日
本
語
教
育
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
の
論
文
集
を
加
え
れ
ば
お
よ
そ
一

0
本
と
な
る
。
日
本
文
学
史
の
時
代

に
よ
っ
て
分
け
る
と
、
上
代
一
本
（
万
葉
集
）
、
中
古
一
本
（
う
つ
ほ
物

語
）
、
近
世
一
本
（
国
姓
爺
合
戦
）
、
近
現
代
七
本
（
夏
目
漱
石
一
本
、
芥
川

龍
之
介
一
本
、
石
川
啄
木
二
本
、
佐
藤
春
夫
一
本
、
火
野
葦
平
一
本
、
井
上

靖
一
本
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

次
は
、
日
本
語
教
育
を
重
ん
じ
て
い
る
東
呉
大
学
に
つ
い
て
で
あ
る
。
台

湾
で
日
本
語
教
育
の
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
第
一
の
方
針
と
し
つ
つ
も
、
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そ
の
他
に
日
本
文
学
も
教
育
方
針
の
一
っ
と
し
て
は
っ
き
り
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
特
に
修
士
課
程
の
場
合
に
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
一

九
八

0
年
五
月
に
修
士
課
程
「
日
本
文
化
研
究
所
」
を
設
立
し
て
以
来
、
現

在
、
学
部
と
大
学
院
を
合
わ
せ
、
二
三
名
の
専
任
教
師
と
四
九
名
の
非
常
勤

教
師
を
抱
え
、
他
の
大
学
以
上
に
多
い
。
た
だ
し
、
専
任
教
師
の
専
攻
は
殆

ど
日
本
語
学
と
日
本
語
教
育
で
、
文
学
専
攻
の
教
師
は
、
専
任
が
わ
ず
か
三

名
（
中
世
一
名
近
代
二
名
）
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
兼
任
非
常
勤

（
大
学
院
）
が
二
名
で
、
中
の
一
人
は
淡
江
大
学
に
所
属
し
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
み
る
と
、
文
学
関
係
の
科
目
は
、
学
部
に
は
日
本

名
著
選
読
（
必
）
、
日
本
近
代
文
学
（
選
）
、
日
本
文
学
史
（
必
）
、
現
代
日

本
小
説
選
読
、
日
本
故
事
選
読
（
選
）
、
日
本
古
典
文
学
（
選
）
が
、
修
士

課
程
に
は
日
本
文
学
研
究
（
一
）
（
二
）
、
日
本
現
代
文
学
研
究
、
日
本
古
典

文
学
研
究
、
中
日
比
較
文
学
研
究
が
、
そ
し
て
博
士
課
程
に
は
日
本
文
学
専

題
討
論
、
比
較
文
学
専
題
討
論
、
比
較
文
学
専
題
討
論
、
台
湾
文
学
典
日
本

文
学
比
較
研
究
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
東
呉
日
語
教
育
学
報
』
と

い
う
学
科
発
行
の
研
究
雑
誌
が
一
九
七
六
年
に
創
刊
さ
れ
、
す
で
に
二
四
号

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
五
年
内
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
文
学
関
係
の
論
文

の
本
数
は
八
本
で
、
例
外
な
く
近
代
文
学
に
限
ら
れ
て
お
り
、
泉
鏡
花
、
夏

目
漱
石
、
有
島
武
郎
、
正
岡
子
規
、
有
吉
佐
和
子
、
岡
本
か
の
子
に
つ
い
て

の
研
究
で
あ
る
。
『
東
呉
日
語
教
育
学
報
』
の
ほ
か
に
、
一
九
八
五
年
―
―
―

月
か
ら
東
呉
大
学
外
語
学
院
が
発
行
す
る
外
国
語
学
部
の
研
究
紀
要
『
東
呉

外
語
学
報
』
も
あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
文
学
の
研
究
論
文
は
第
一

0
号
（
一

九
九
四
年
―
二
月
）
に
初
め
て
出
さ
れ
、
二

0
0
0
年
五
月
に
出
た
一
五
号

ま
で
三
本
（
古
典
一
、
近
代
二
）
し
か
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
研

究
論
文
は
、
大
体
、
一
九
九

0
年
四
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
東
呉
日
語
教

育
研
究
発
表
会
」
、
一
九
九
八
年
か
ら
外
国
語
学
部
の
各
学
科
に
よ
り
行
わ

れ
て
い
る
「
系
際
学
術
研
討
会
」
に
お
い
て
口
頭
発
表
さ
れ
た
も
の
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
一
九
九
一
一
一
年
六
月
一
九
、
二

0
日
に
行
わ
れ
た
国

際
会
議
の
論
文
集
『
日
語
教
學
研
究
國
際
研
討
會
論
文
集
』
（
竹
取
一
、
志

賀
二
、
野
上
弥
生
子
一
〈
中
古
一
、
近
代
三
〉
）
と
、
―

1
0
0
0
年
―
二
月

一
六

H
に
行
わ
れ
た
国
際
会
議
の
論
文
集
『
新
世
紀
之
日
語
教
學
研
究
國
際

會
論
文
集
』
（
「
日
本
語
教
育
に
お
け
る
『
文
学
の
授
業
』
の
可
能
性
へ
の
探

求
」
と
い
う
論
文
の
他
に
文
学
関
係
の
論
文
は
な
い
。
）
、
『
南
方
憧
憬

佐
藤
春
夫
と
中
村
地
平
』
(
-
九
九
一
年
五
月
一
五
日
、
鴻
儒
堂
）
、
そ
し
て

『
蜂
矢
宜
朗
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
』
（
源
氏
•
平
家
・
長
恨
一
、
迷
路
一
、

春
夫
一
一
〈
古
典
一
、
近
代
三
〉
）
等
の
成
果
が
あ
る
。
以
上
述
べ
た
著
書
や

論
文
を
計
算
す
る
と
、
古
典
三
本
（
中
古
一
、
中
世
二
）
、
近
代
一
七
本

（
著
書
一
、
論
文
一
六
）
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
五
年
内
の
も
の
に
限
定

す
る
と
、
古
典
二
本
、
近
代
一
三
本
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
地
域
研
究
を
重
視
し
て
い
る
淡
江
大
学
に
つ
い
て
で
あ
る
。
全

体
的
に
、
方
針
と
し
て
は
、
学
部
で
は
「
優
秀
日
本
語
文
人
オ
」
（
優
秀
な

日
本
語
・
「
文
」
の
人
材
）
を
養
成
す
る
こ
と
が
、
大
学
院
(
-
九
八
三
年

に
で
き
た
「
日
本
研
究
所
」
）
で
は
法
律
、
政
治
、
経
済
、
貿
易
、
外
交
、

人
文
と
い
っ
た
分
野
の
研
究
に
明
る
い
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
専
任
教
師
は
学
部
と
修
士
課
程
を
合
わ
せ
て
ニ
―
一
名
で
、
非
常
勤

講
師
は
、
三
九
名
で
、
校
内
の
兼
任
教
師
は
三
名
で
あ
る
。
中
に
は
、
日
本

文
学
関
係
の
教
師
は
、
学
部
に
は
専
任
が
四
名
（
近
代
三
中
日
比
較
一
）

で
、
兼
任
が
一

0
名
（
近
代
二
日
本
文
学
七
古
典
一
）
で
あ
り
、
大
学

院
に
は
殆
ど
法
学
、
経
済
、
商
学
の
教
師
で
、
文
学
を
専
攻
す
る
教
師
は
一

人
も
い
な
い
。
こ
れ
は
、
修
士
課
程
に
文
学
研
究
コ
ー
ス
が
な
い
こ
と
に
よ
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る
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
傾
向
は
、
修
士
課
程
に
文
学
関
係
の
科
目
が
―
つ
も

な
い
と
い
う
こ
と
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
日
本
文
学
、
も
し
く

は
H
本
文
学
研
究
に
つ
い
て
は
、
学
部
に
設
け
ら
れ
た
日
本
文
学
関
係
の
科

目
（
日
本
名
著
選
読
〈
三
年
・
必
〉
、
日
本
名
著
選
読
〈
四
年
・
選
〉
、
日
本

文
学
史
〈
必
〉
）
と
、
日
本
文
学
を
専
攻
す
る
学
部
の
教
師
が
請
け
負
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
研
究
紀
要
に
つ
い
て
は
『
淡
江
日
本
論
叢
』
が
、
現
在

ま
で
一

0
号
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
五
年
内
に
発
行
さ
れ
た
日
本
文
学
研

究
の
論
著
は
ニ
―
本
（
古
典
九
〈
上
代
二
、
中
古
二
、
中
世
一
、
近
世
四
〉
、

近
現
代
―
-
、
日
本
文
学
全
般
一
）
で
、
研
究
さ
れ
て
い
る
作
家
及
び
作
品

は
、
日
本
書
紀
、
蜻
蛉
H
記
、
平
家
物
語
、
上
田
秋
成
、
浮
雲
・
舞
姫
、
成

島
柳
北
、
白
樺
派
、
島
崎
藤
村
、
志
賀
直
哉
、
芥
川
龍
之
介
、
新
美
南
吉
、

岡
本
か
の
子
等
で
あ
る
。
な
お
、
外
国
語
学
部
が
主
と
な
っ
て
開
催
し
て
き

た
外
国
語
教
育
の
国
際
会
議
の
回
数
は
多
い
も
の
の
、
日
本
文
学
の
研
究
論

文
は
思
っ
た
ほ
ど
多
く
な
い
。
二

0
0
0
年
三
月
ニ
―
‘
二
二
日
に
開
催
さ

れ
た
「
国
際
化
時
代
之
外
語
教
育
国
際
会
議
」
の
論
文
集
に
は
、
夏
目
漱
石
、

新
美
南
吉
が
一
本
ず
つ
、
二

0
0
一
年
八
月
「
『
亜
洲
中
的
日
本
・
日
本
中

的
亜
洲
』
国
際
学
術
会
議
」
の
論
文
集
に
は
、
小
泉
八
雲
(
-
本
）
、
夏
目

漱
石
（
二
本
）
、
芥
川
龍
之
介
(
-
本
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本

文
学
研
究
と
直
接
関
連
し
て
い
る
国
際
会
議
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
一
九

九
一
年
に
国
際
啄
木
学
会
と
共
催
し
た
「
国
際
啄
木
学
会
台
北
大
会
」
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
、
台
湾
の
日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
は
大
へ
ん
意
味
深
い
も

の
で
あ
る
。
そ
の
時
発
行
さ
れ
た
論
集
に
は
、
論
文
や
コ
ラ
ム
を
合
わ
せ
て

計
三
五
本
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
次
に
、
一
九
九
三
年
に
修
士
課
程
「
日
本
語
文
学
研
究
所
」
を
設
け
、

日
本
文
学
研
究
の
璽
鎮
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
輔
仁
大
学
で
あ
る
が
、

こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
実
態
に
即
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
各
方
面

か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
文
学
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
ず
、

専
任
教
師
は
一
五
名
で
、
非
常
勤
と
兼
任
の
教
師
を
合
わ
せ
て
約
四

0
名
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
中
古
か
ら
近
現
代
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文

学
を
専
攻
す
る
専
任
教
師
が
合
計
一

0
名
（
近
代
三
名
〈
川
端
康
成
三
、
筒

井
康
隆
〉
、
古
典
七
名
〈
中
古
五
中
世
一
近
世
一
〉
）
で
あ
り
、
他
大
学

と
比
べ
て
み
て
も
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
同
じ
よ

う
に
文
学
を
専
攻
す
る
非
常
勤
教
師
も
、
九
名
（
近
代
四
、
児
童
文
学
―
-
‘

古
典
―
―
-
）
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
修
士
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
れ
ば
、
よ
り
一
層
そ
の
傾

向
は
明
ら
か
と
な
る
。
修
士
課
程
に
は
、
平
安
朝
日
記
文
学
研
究
（
選
）
、

平
安
朝
物
語
文
学
研
究
（
選
）
、

H
本
近
代
文
学
中
的
女
性
（
選
）
、
中
日
比

較
文
学
研
究
（
選
）
、
当
代
亜
洲
文
学
和
文
化
（
選
）
、
日
本
芸
術
文
化

（
選
）
、
日
本
近
現
代
文
学
研
究
基
礎
篇
（
選
）
、
日
本
近
現
代
文
学
研
究
理

論
篇
（
選
）
と
い
っ
た
科
目
が
設
け
ら
れ
、
学
部
に
は
、
日
本
児
童
文
学

（
選
）
、
日
本
名
著
選
読
（
必
）
、
日
本
近
現
代
文
学
（
必
）
、
日
本
文
学
史

（
必
）
、
日
本
古
典
文
学
（
必
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
外
国
語
学
部
の

設
け
た
「
比
較
文
学
博
士
班
」
に
は
、
日
本
宗
教
文
学
研
究
（
選
）
、
遠
藤

周
作
宗
教
観
（
選
）
と
い
っ
た
日
本
文
学
関
係
の
科
目
も
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
台
湾
に
お
い
て
「
文
学
の
輔
仁
」
と
い
わ
れ

る
の
も
無
理
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
学
部
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た

大
学
と
た
い
し
た
変
り
は
な
く
、
修
士
課
程
に
お
い
て
違
い
が
明
ら
か
に
現

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
輔
仁
大
学
は
、
学
部
と
修
士
課
程
の
方
針

が
一
貫
し
て
お
り
、
共
に
人
文
的
方
面
か
ら
日
本
の
こ
と
を
深
く
理
解
・
研

究
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
最
大
の
目
標
と
し
て
い
る
。
な
お
、
研
究
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紀
要
は
現
在
ま
で
二
六
号
が
発
行
さ
れ
、
台
湾
で
は
最
も
早
く
に
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
五
年
内
に
刊
行
さ
れ
た
文
学
関
係
の
論
文
は
、
一
九

九
七
年
七
月
『
日
本
語
日
本
文
学
』
第
二
三
輯
（
貝
原
益
軒
、
和
泉
式
部
日

記
、
平
家
物
語
、
名
人
）
、
第
二
四
輯
（
中
江
藤
樹
、
日
本
書
紀
、
箪
物
語
、

源
氏
物
語
・
長
恨
歌
、
方
丈
記
、
雨
月
物
語
）
、
第
二
五
輯
（
古
事
記
、
永

井
隆
、
貝
原
益
軒
）
、
第
二
六
輯
（
芥
川
、
永
井
隆
、
遠
藤
周
作
三
）
で
あ

る
。
ま
た
、
文
学
関
係
の
国
際
会
議
の
際
に
日
本
文
学
の
研
究
論
文
が
多
く

発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
五
年
内
に
行
わ
れ
た
も
の
に
は
、
一
九
九
七
年
―
―
-

月
二
七
、
二
八
日
「
日
本
文
学
国
際
会
議
」
（
日
本
文
学
に
見
る
死
生
観
、

芭
蕉
、
遠
藤
周
作
、
源
氏
・
紅
楼
夢
、
鵬
外
、
中
世
日
記
、
筒
井
康
隆
、
宇

津
保
物
語
、
反
自
然
主
義
、
比
較
日
本
文
化
論
〈
中
古
一
1

一
、
中
世
一
、
近
世

一
、
近
代
二
、
現
代
二
、
比
較
文
化
論
一
）
、
一
九
九
七
年
九
月
二

0
日

「
日
本
語
文
学
国
際
会
議
」
(
-
九
九
八
年
三
月
『
H
本
語
文
学
国
際
会
議
論

文
集
』
芥
川
、
韓
国
と
日
本
文
学
、
漱
石
、
平
家
物
語
、
平
家
物
語
と
漢
書
、

源
氏
物
語
と
長
恨
歌
、
和
泉
式
部
日
記
〈
中
古
二
、
中
世
二
、
近
代
二
、
韓

国
詩
人
金
素
雲
一
〉
）
、
一
九
九
八
年
四
月
―
二
日
「
台
湾
日
本
語
文
学
研
討

会
」
、
一
九
九
九
年
五
月
二
三
ー
ニ
五
日
「
飲
食
文
学
国
際
研
討
会
」
（
〈
漂

泊
詩
人
石
川
啄
木
的
精
神
構
造
1

従
飲
食
和
歌
管
窺
〉
、
中
国
語
訳
の
論

文
集
『
赳
赴
繁
花
盛
放
的
饗
宴
ー
飲
食
文
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
〈
林

水
福
、
焦
桐
編
集
、
一
九
九
九
年
―
二
月
、
時
報
出
版
〉
）
、
一
九
九
九
年
七

月
『
邁
向
―
―
十
一
世
紀
的
日
本
研
究
国
際
会
議
論
文
集
』
（
王
朝
和
歌
、
夢

十
夜
、
和
泉
式
部
日
記
、
奥
の
細
道
、
古
事
記
、
直
物
語
、
枕
草
子
、
羅
生

門
、
大
地
の
子
、
鵬
外
〈
上
代
一
、
中
古
四
、
近
世
一
、
近
代
―
―
ほ
か

三
〉
）
、
二

0
0
0
年
七
月
『
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
日
本
文
学
の
展
望
国
際

会
議
録
』
（
万
葉
集
、
伊
勢
物
語
、
日
記
文
学
、
和
泉
式
部
日
記
、
中
世
の

「
無
」
の
美
、
江
戸
文
学
の
将
来
、
明
治
時
事
小
説
、
あ
る
女
、
芥
川
、
宮

沢
賢
治
、
永
井
隆
〈
上
代
一
、
中
古
三
、
中
世
一
、
近
世
一
、
近
代
四
、
永

井
隆
一
〉
）
、
「
基
督
宗
教
典
文
学
研
討
会
」
(
―

1
0
0
0
年
―
一
月
一
八
日
）
、

（二

0
0
0
年
―
二
月
二
二
、
二
三
日
「
近
代
日
本
典
台
湾
研
討
会
」
）
、
「
中

日
近
代
詩
国
際
会
議
」
（
二

0
0
一
年
五
月
一
五
日
）
、
「
中
日
近
代
詩
翻
訳

座
談
会
」
（
二

0
0
二
年
三
月
一
五
日
に
台
湾
文
学
協
会
と
の
共
催
）
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
九
七
年
以
前
も
い
く
つ
か
文
学
関
係
の
国
際
会
議
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
八
七
年
九
月
三

0
日
に

開
催
さ
れ
、
日
本
の
作
家
、
遠
藤
周
作
が
出
席
し
た
第
一
回
「
文
学
典
宗
教

国
際
会
議
」
（
輔
仁
大
學
外
語
学
院
編
『
文
學
典
宗
教
第
一
届
國
際
文

學
典
宗
教
會
議
論
文
集
』
〈
時
報
文
化
出
版
、
一
九
八
七
年
九
月
三

0
日〉

〈
遠
藤
周
作
五
〉
）
、
さ
ら
に
二

0
0
一
年
―
一
月
二
三
、
二
四
日
に
開
催
さ

れ
、
作
家
の
小
川
国
夫
が
出
席
し
た
第
四
回
「
文
学
典
宗
教
国
際
会
議
I

当
代
文
学
中
的
霊
光
」
（
小
川
国
夫
「
聖
経
典
芥
川
竜
之
介
」
、
富
岡
幸
一
郎

「
小
川
国
夫
的
文
学
典
基
督
教
」
）
、
そ
し
て
一
九
九
三
年
―
一
月
二
六
、
ニ

七
日
に
行
わ
れ
た
「
源
氏
物
語
国
際
会
議
」
（
源
氏
関
係
の
論
文
八
〈
そ
の

中
比
較
三
、
近
代
と
の
関
連
一
、
韓
国
一
、
展
望
一
〉
、
中
国
語
訳
の
論
文

集
『
第
一
届
源
氏
物
語
国
際
会
議
論
文
集
ー
源
氏
物
語
是
什
麿
？
』
〈
林

水
福
編
、
爽
田
出
版
、
一
九
九
九
年
三
月
一
日
〉
）
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

研
究
者
間
の
交
流
に
限
ら
ず
、
作
品
を
め
ぐ
っ
て
直
接
作
家
と
の
対
話
も
行

わ
れ
、
斬
新
な
試
み
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
源
氏
物
語
』
と

い
う
―
つ
の
作
品
に
集
中
し
て
国
際
会
議
を
行
っ
た
試
み
も
、
非
常
に
意
味

深
い
。
さ
ら
に
前
述
し
た
も
の
の
は
か
に
、
不
定
期
的
に
社
会
人
向
け
に
行

わ
れ
て
い
る
日
本
近
代
文
学
講
習
会
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ

れ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
「
日
本
近
代
文
學
講
習
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會
ー
|
石
川
啄
木
研
究
ー
」
と
、
一
九
九
九
年
七
月
六
日
に
行
わ
れ
た

「
日
本
近
代
文
學
講
習
會
1

芥
川
龍
之
介
文
學
研
究
ー
」
で
あ
る
。
「
日

本
語
H
本
文
学
研
究
発
表
会
」
、
「
龍
晴
会
」
と
い
っ
た
教
師
間
の
研
究
発
表

会
や
論
文
検
討
会
も
行
わ
れ
て
い
る
。

上
述
し
た
内
容
か
ら
見
て
修
士
課
程
を
設
け
た
「
日
本
語
文
学
系
」
の
大

学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
科
の
設
立
趣
旨
や
方
針
に
従
っ
て
特
色
を
打
ち
出
そ
う

と
い
う
方
向
性
が
明
ら
か
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
日
本
文
学
研
究

は
、
輔
仁
大
学
を
除
け
ば
、
殆
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
面
で
も
専
攻
教
師
の
面

で
も
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
で
は
周
縁
に

位
置
付
け
ら
れ
な
が
ら
も
台
湾
社
会
の
た
め
に
積
極
的
に
発
言
し
、
台
湾
と

日
本
の
間
の
回
路
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
動
き
も
多
少
見
え
て
き
た
。
具
体

的
な
成
果
と
し
て
は
、
国
際
会
議
の
開
催
や
中
国
語
版
の
論
文
集
の
翻
訳
や

日
本
近
代
文
學
講
習
會
の
開
催
や
日
本
植
民
地
時
代
の
作
品
研
究
へ
の
関
心

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
一
体
ど
ん
な
原
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

島
国
で
あ
る
台
湾
は
既
存
の
資
源
を
利
用
し
、
世
界
の
国
々
と
貿
易
関
係

を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
国
を
支
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
こ

と
を
好
み
、
外
国
文
明
や
文
化
を
受
け
入
れ
や
す
い
。
だ
か
ら
、
国
際
的
な

交
流
活
動
、
い
わ
ゆ
る
国
際
会
議
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
こ
れ
ら
の

傾
向
と
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
文
化
交
流

を
頻
繁
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
台
湾
に
お
い
て
は
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
日
本
文

学
研
究
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
〈
外
部
〉
（
台
湾
以

外
の
日
本
文
学
研
究
の
分
野
）
と
〈
内
部
〉
（
台
湾
内
部
の
日
本
文
学
研
究

以
外
の
分
野
）
の
対
比
に
よ
り
初
め
て
自
分
の
日
本
文
学
研
究
の
ス
タ
ン
ス

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
、
せ
ん
じ
つ
め
れ
ば
、
〈
台
湾
〉

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
認
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
も
う
少
し
具
体
的
に

い
う
と
、
台
湾
の
日
本
文
学
研
究
（
者
）
は
、
日
本
語
や
日
本
文
学
の
教
育

に
従
事
す
る
ほ
か
に
、
日
本
文
学
、
若
し
く
は
台
湾
文
学
（
特
に
日
本
植
民

地
時
代
に
日
本
人
作
家
が
台
湾
を
テ
ー
マ
に
書
き
上
げ
た
作
品
、
及
ぴ
台
湾

人
作
家
の
日
本
語
で
書
い
た
作
品
の
研
究
）
を
研
究
対
象
と
し
て
、
少
し
で

も
台
湾
の
社
会
、
歴
史
、
そ
し
て
文
化
と
い
っ
た
も
の
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
日
本
語
教
育
、
日
本
文
学
研
究
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
近
年
、

中
国
文
化
を
よ
そ
の
文
化
と
し
て
切
り
離
す
い
わ
ゆ
る
〈
本
土
化
〉
の
論
調

が
盛
ん
に
な
り
、
二

0
0
0
年
か
ら
国
民
党
政
府
が
野
党
に
な
っ
て
以
来
、

こ
の
傾
向
は
よ
り
め
ざ
ま
し
い
広
が
り
を
見
せ
て
き
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、

輔
仁
大
学
の
開
催
し
た
国
際
会
議
（
特
に
「
近
代
日
本
典
台
湾
研
討
会
」
）

「
中
日
近
代
詩
国
際
会
議
」
「
飲
食
文
学
国
際
研
討
会
」
）
・
「
日
本
近
代
文
學

講
習
會
」
及
ぴ
中
国
語
版
の
論
文
集
の
出
版
、
文
化
大
学
の
「
第
一
回
日

本
研
究
・
台
日
関
係
・
日
本
語
教
育
国
際
‘
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
淡
江
大
学
の

「
『
亜
洲
中
的
日
本
・
日
本
中
的
亜
洲
』
国
際
学
術
会
議
」
、
そ
し
て
東
呉
大

学
の
出
版
し
た
『
南
方
憧
憬
ー
~
佐
藤
春
夫
と
中
村
地
平
』
及
ぴ
「
新
世
紀

之
日
語
教
學
研
究
國
際
會
議
」
で
発
表
さ
れ
た
〈
文
学
〉
と
〈
教
育
〉
を
結

ん
だ
「
日
本
語
教
育
に
お
け
る
『
文
学
の
授
業
』
の
可
能
性
へ
の
探
求
」
と

い
っ
た
論
文
か
ら
は
、
こ
う
い
っ
た
動
き
の
一
端
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
日

本
語
学
・
日
本
文
学
の
研
究
分
野
で
は
、
台
湾
内
で
も
日
本
語
で
発
表
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
数
年
日
本
語
の
分
か
ら

な
い
台
湾
の
人
々
を
対
象
と
し
て
中
国
語
版
の
論
文
集
『
文
學
興
宗
教
I

第
一
届
國
際
文
學
典
宗
教
會
議
論
文
集
』
、
『
第
一
届
源
氏
物
語
国
際
会
議
論

文
集
|
|
_
源
氏
物
語
是
什
磨
？
』
、
『
趣
赴
繁
花
盛
放
的
饗
宴
ー
|
必
が
食
文
学

国
際
研
討
会
論
文
集
』
等
が
出
版
さ
れ
、
中
国
語
で
の
論
文
発
表
を
試
み
る

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
「
日
本
近
代
文
學
講
習
會
」
が
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
傾
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三
章
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
修
士
課
程
の
設
置
さ
れ
て
い
る
大
学
で
、
こ

れ
か
ら
紹
介
す
る
の
は
、
学
部
だ
け
が
設
置
さ
れ
て
い
る
「
日
本
語
文
学

系
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
学
に
は
は
た
し
て
前
述
し
た
〈
動
き
〉
と
同
様

の
も
の
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
で
は
、
次
に
設
立
順
序
に
従
っ
て
一
九
八

九
年
に
開
設
さ
れ
た
政
治
大
学
か
ら
述
べ
て
い
こ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
政
治
大
学
は
、
台
湾
史
上
初
め
て
国
立
大
学
に
日
本

語
文
学
関
連
講
座
を
設
け
た
。
学
科
の
方
針
は
、
日
本
語
学
・
日
本
文
学
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
文
科
系
の
学
際
的
な
研
究
の
で
き
る
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
立
の
ニ
ク
ラ
ス
(
-
ク
ラ
ス
の
学
生
数
は
六
〇

ー
七

0
人
前
後
で
あ
る
。
夜
間
部
を
入
れ
る
と
、
倍
に
な
る
）
と
違
い
、
一

学
年
は
一
ク
ラ
ス
で
、
学
生
数
は
三
四
名
し
か
入
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、

専
任
教
師
は
、
客
員
教
師
を
入
れ
て
九
名
で
、
非
常
勤
講
師
は
八
名
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
文
学
を
専
門
と
す
る
専
任
教
師
は
一
―
―
名
（
近
現
代
二
、
中
世

一
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
文
学
関
係
の
科
目
は
日
本
名
著
選
読
文
学
組

（
選
）
、
日
本
文
学
史
（
必
）
、
日
本
専
題
研
究
文
学
組
（
選
）
の
三
科
目
で

あ
る
。
学
科
所
属
の
研
究
紀
要
は
、
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
校
内
の

研
究
紀
要
を
利
用
す
る
場
合
、
『
国
立
政
治
大
学
学
報
』
を
利
用
す
る
こ
と

四

向
に
あ
る
の
で
あ
る
。
台
湾
の
〈
日
本
文
学
研
究
〉
の
分
野
に
も
〈
実
用

的
・
応
用
的
〉
な
側
面
が
見
え
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
こ
の
〈
実
用

的
・
応
用
的
〉
な
側
面
は
、
日
本
語
を
使
っ
て
の
仕
事
、
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
関

係
の
人
材
を
養
成
す
る
〈
応
用
系
〉
の
「
日
本
語
学
科
」
の
求
め
る
も
の
と

は
質
的
に
違
う
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
大
学
院
の
な
い
「
H
本
語
文
学
系
」
に

は
果
た
し
て
同
じ
動
き
や
傾
向
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

が
あ
る
。
国
際
会
議
は
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
が
、

8
本
語
教
育
関
係
の

も
の
に
限
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

次
は
、
台
湾
中
部
に
あ
る
、
一
九
九
二
年
に
成
立
し
た
東
海
大
学
で
あ
る
。

成
立
方
針
は
、
日
本
語
を
使
っ
て
仕
事
の
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
に

あ
る
。
専
任
教
師
は
―
二
名
で
、
非
常
勤
教
師
は
一
七
名
で
あ
る
。
文
学
専

攻
の
専
任
教
師
は
二
名
（
近
代
一
、
比
較
一
）
に
過
ぎ
ず
、
非
常
勤
は
一
人

も
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
文
学
関
係
の
科
目
は
、
名
著
選
読

（
選
）
、
日
本
近
代
文
学
概
論
（
選
）
、
日
本
文
学
史
（
選
）
、
日
本
古
典
文
学

（
選
）
、
台
湾
日
語
文
学
（
選
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
の
「
台
湾
日
語

文
学
」
は
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
文
学
の
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
台
湾
文

学
」
と
も
言
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
科
目
は
、
す
べ
て
選
択

科
目
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
わ
け
で
、
文
学
関
係
の
国
際
会
議
は
ま

だ
開
か
れ
て
い
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。
な
お
、
学
科
所
属
の
研
究
紀
要
は
、

ま
だ
な
い
の
で
、
校
内
の
ほ
か
の
研
究
紀
要
か
校
外
の
研
究
紀
要
し
か
利
用

で
き
な
い
。

そ
し
て
、
一
九
九
四
年
に
設
置
さ
れ
た
台
湾
大
学
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

学
科
の
方
針
と
し
て
日
本
文
学
、
言
語
、
文
化
と
い
っ
た
分
野
の
研
究
で
き

る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
学
生
数
は
、
原
則
と
し
て
一

学
年
に
五
五
名
以
下
に
さ
れ
、
教
師
数
は
、
専
任
が
一
三
名
、
非
常
勤
が
五

名
で
あ
る
。
中
に
、
文
学
専
攻
の
専
任
教
師
は
五
名
（
近
現
代
二
、
古
典

―
―
-
）
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
文
学
関
係
の
科
目
は
、

H
本
文
学
名
著
選
読

（
必
）
、
日
本
近
現
代
文
学
（
必
）
、
日
本
文
学
史
（
必
）
、
日
本
古
典
文
学
選

読
（
必
）
の
四
科
目
が
あ
る
。
ま
た
、
二

0
0
0
年
―
二
月
に
創
刊
さ
れ
た

『
台
大
日
本
語
文
研
究
』
の
学
科
の
研
究
紀
要
が
あ
る
一
方
、
国
際
会
議
を

行
っ
た
論
文
集
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。
研
究
紀
要
は
、
今
現
在
二
号
刊
行
さ
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れ
、
中
に
は
、
文
学
関
係
の
論
文
は
三
本
（
近
代
〈
夏
目
漱
石
〉
二
、
近
世

〈
本
朝
水
滸
伝
〉
一
）
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
新
世
紀
日
本
総
合
研

究
国
際
会
議
」
(
-
九
九
九
年
―
二
月
一
八
日
）
、
「
追
求
卓
越
的
日
本
研
究

国
際
会
議
」
（
二

0
0
0
年
―
二
月
ニ
―
―
―
日
）
、
「
二
十
一
世
紀
的
日
本
研
究

国
際
会
議
」
（
二

0
0
一
年
―
一
月
一

0
日
）
と
い
っ
た
国
際
会
議
の
論
文

集
を
見
て
み
る
と
、

8
本
文
学
関
連
の
論
文
は
一
三
本
（
中
古
五
、
中
世
三
、

近
現
代
五
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
に
は
、
語
学
の
分
野
に
入
れ
ら
れ
る

べ
き
も
の
が
二
つ
ほ
ど
あ
る
。
な
お
、
作
品
や
作
家
と
し
て
は
、
大
体
源
氏

物
語
、
落
窪
物
語
、
徒
然
草
、
道
元
、
夏
目
漱
石
、
蒲
原
有
明
、
西
川
満
・

池
田
敏
雄
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
修
士
課
程
が
な
い
と
は
い
え
、
学
術
研

究
に
積
極
的
に
力
を
注
い
で
い
る
意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
台
湾
中
部
に
あ
り
、
一
九
九
九
年
に
「
応
用

H
語
学
系
」
設

置
の
風
潮
に
乗
ら
ず
「
日
本
語
文
学
系
」
を
成
立
さ
せ
た
静
宜
大
学
は
、
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
文
学
専
攻
の
教
師
は
、
専
任
が
四
名
で
あ
る
。
す
べ
て
日

本
近
代
文
学
の
専
攻
で
、
中
の
二
名
は
兒
童
文
学
の
専
攻
で
あ
る
。
そ
し
て
、

日
本
文
学
を
専
攻
し
て
い
る
非
常
勤
教
師
は
一
人
に
過
ぎ
な
い
。
設
け
ら
れ

て
い
る
日
本
文
学
の
科
目
は
、
日
本
児
童
文
学
（
選
）
、
日
本
近
代
小
説
選

読
（
選
）
、
日
本
近
代
韻
文
選
読
（
選
）
、
日
本
近
代
名
著
選
読
（
選
）
、
日

本
古
典
小
説
選
読
（
選
）
、
日
本
近
代
文
学
史
（
必
）
と
挙
げ
ら
れ
て
い
る

外
に
、
台
湾
日
文
資
料
導
読
、
台
湾
日
文
資
料
研
究
と
い
っ
た
日
本
植
民
地

時
代
の
文
献
研
究
の
科
目
が
あ
り
、
こ
れ
を
特
色
と
し
て
他
の
大
学
と
の
差

異
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
か
な
り
鮮
明
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う

い
っ
た
態
度
か
ら
は
海
外
研
究
を
通
し
て
本
国
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意
欲

と
責
任
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
つ
ま
り
学
科
の
設
立
趣
旨
に
重
な
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
国
際
会
議
の
開
催
や
、
論
文
集
の
発
行
は
ま
だ
な
い
が
、

学
科
設
立
の
目
標
に
照
ら
し
て
―
つ
筋
が
通
っ
た
実
践
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
日
本
植
民
地
時
代
の
帝
国
大
学
の
文
献
を
多

く
持
っ
て
い
る
台
湾
大
学
が
他
大
学
よ
り
日
本
文
学
研
究
や
研
究
自
体
を
重

ん
じ
、
研
究
紀
要
を
出
し
、
国
際
会
議
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
残
念
な
こ
と
に
修
士
課
程
が
な
く
研
究
方
向
が
限
定

さ
れ
が
ち
で
、
文
献
資
料
も
有
効
的
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
士
課
程
の
有
す
る
大
学
と

比
較
す
る
と
、
学
部
で
は
「
日
本
文
学
史
」
、
「
日
本
名
著
選
読
」
が
、
修
士

課
程
で
は
、
「
中
日
比
較
文
学
研
究
」
が
共
通
科
目
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
一
方
、
異
文
化
の
日
本
語
教
育
を
重
ん
じ
る
東
海
大
学
の
「
台
湾

日
語
文
学
」
、
〈
近
代
〉
に
強
く
目
を
向
け
る
静
宜
大
学
の
「
台
湾
日
文
資
料

導
読
」
「
台
湾
日
文
資
料
研
究
」
、
ま
た
は
東
呉
大
学
の
修
士
課
程
の
「
台
湾

文
学
典
日
本
文
学
比
較
研
究
」
、
現
代
西
洋
の
文
学
理
論
を
も
取
り
入
れ
な

が
ら
設
け
た
輔
仁
大
学
の
修
士
課
程
の
「
日
本
近
現
代
文
學
研
究
」
〈
基
礎

篇
〉
〈
理
論
篇
〉
、
「
当
代
亜
洲
文
学
和
文
化
」
、
「
日
本
芸
術
文
化
」
と
い
っ

た
科
目
に
よ
り
、
主
に
二
つ
の
現
象
が
見
え
て
き
た
。

―
つ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
辺
境
に
置
か
れ
、
台
湾
文
学
に
も
H
本
文
学

に
も
ま
た
が
り
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
存
在
と
さ
れ
て
き
た

日
本
植
民
地
期
の
〈
文
学
〉
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
研
究
者
個
人
の
好
み
で
研
究
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
実
際
に
「
日
本
語
文

学
系
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、
従
来
、
植
民
統
治
期
の
〈
台
湾
〉
と
〈
日
本
〉
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
研
究
は
、
日
本
語
関
連
の
学
科
で
は
殆
ど
な
さ
れ
て
来

ず
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
周
縁
的
領
域
の
も
の
は
、
往
々
に
し
て
、
中
国
文

学
科
や
英
文
学
科
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
学
科
で
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台
湾
に
は
、

8
本
文
学
の
名
が
つ
い
て
い
る
学
会
は
な
く
、
日
本
語
関
係

五

は
、
テ
キ
ス
ト
と
な
る
〈
日
本
語
〉
そ
の
も
の
が
殆
ど
読
め
な
い
た
め
、

〈
翻
訳
〉
を
通
し
て
の
研
究
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
今
、
「
日
本
語
文
学
系
」
が
こ
う
い
う
問
題
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
、

徐
々
に
解
決
の
道
が
探
ら
れ
よ
う
と
し
て
き
て
い
る
。
も
う
―
つ
は
、
一
点

目
と
重
な
る
が
、
西
洋
の
文
学
理
論
が
〈
台
湾
の
日
本
文
学
〉
の
分
野
に
も

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

台
湾
に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
は
、
そ
れ
自
体
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な

く
、
最
終
的
に
は
台
湾
理
解
の
た
め
の
通
過
点
と
し
て
の
日
本
文
学
研
究
と

い
う
方
向
に
シ
フ
ト
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
台
湾
の
〈
本
土
化
〉
の
影
響
も

あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
〈
本
土
化
〉
と
い
う
の
は
、
け
っ
し
て
鎖
国
の
よ
う

に
国
を
閉
ざ
す
こ
と
で
は
な
く
、
逆
に
世
界
の
一
員
と
し
て
の
〈
台
湾
〉
、

世
界
文
化
と
し
て
の
〈
台
湾
文
化
〉
を
如
何
に
位
置
付
け
、
世
界
の
中
で
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
台
湾

に
お
け
る
日
本
文
学
研
究
（
者
）
も
〈
本
土
化
〉
の
論
調
と
と
も
に
新
た
に

位
覆
付
け
や
役
割
を
問
い
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
も
研
究
対
象
・
テ
ー
マ
も
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
〈
日
本
文
学
〉
〈
日

本
文
学
研
究
〉
に
は
限
定
せ
ず
、
む
し
ろ
一
層
幅
広
い
も
の
へ
と
多
様
化
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
は
当
然
〈
伝
統
〉
へ
の
〈
揺
り
戻
し
〉
や
反

発
も
生
ま
れ
る
に
相
違
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中

か
ら
新
し
い
物
の
見
方
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
一
層

研
究
が
豊
か
な
も
の
に
変
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
同
じ
傾
向
が
台

湾
の
日
本
語
教
育
学
会
で
も
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

の
学
会
は
、
「
台
湾
翻
訳
学
学
会
」
(
-
九
九
七
年
）
と
「
台
湾
応
用

H
語
学

会
」
（
二

0
0
二
年
）
を
入
れ
て
五
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に

日
本
文
学
研
究
の
論
文
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
、
「
台
湾
日
本
語
文
学
会
」

（
一
九
八
九
年
）
、
「
台
湾
日
語
教
育
学
会
」
(
-
九
九
三
年
）
、
「
台
湾
日
本
語

言
文
芸
研
究
学
会
」
(
-
九
八
九
年
）
の
三
つ
で
あ
る
。
「
台
湾
翻
訳
学
学

会
」
は
日
本
語
で
は
な
く
、
外
の
外
国
語
の
翻
訳
学
が
学
会
の
中
心
で
、

「
台
湾
応
用

H
語
学
会
」
は
、
今
年
二
月
二
日
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
、

ま
だ
方
向
性
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
日
本
文
学
研
究
の
論
文
を
受
け
入
れ
る

か
ど
う
か
、
不
明
で
あ
る
。
以
下
、
主
に
「
台
湾
日
本
語
文
学
会
」
、
「
台
湾

日
語
教
育
学
会
」
、
「
台
湾
日
本
語
言
文
芸
研
究
学
会
」
の
三
つ
を
取
り
上
げ

て
紹
介
し
よ
う
。

「
台
湾
日
本
語
文
学
会
」
は
、
実
際
学
会
と
し
て
認
可
さ
れ
た
の
は
、
一

九
九
二
年
一

0
月
で
あ
る
。
当
時
の
名
称
は
、
「
中
華
民
国
日
本
語
文
学
会
」

で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
「
台
湾
日
本
語
文
学
研
究
会
」
の
名
前
で
設
立
、

学
術
活
動
が
な
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
二

0
0
一
年
に
現
在
の
名
称
へ
と
変

更
さ
れ
た
。
設
立
当
初
か
ら
毎
月
例
会
を
行
い
、
毎
年
論
文
集
「
台
湾
日
本

語
文
学
報
」
を
発
行
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
す
で
に
一
六
号
発
行
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
五
年
内
（
―
二
号
ー
一
六
号
）
の
文
学
関
係
の
論
文
を
ま
と
め

て
み
る
と
、
〈
上
代
一
、
中
古

0
、
中
世
一
、
近
世
一
、
近
代
一

0
、
文
化

三
〉
で
あ
っ
た
。
研
究
さ
れ
た
作
品
や
作
家
と
し
て
は
、
『
万
葉
集
」
、
連
歌
、

夏
目
漱
石
、
井
伏
鱒
二
、
島
崎
藤
村
、
石
川
啄
木
、
小
泉
八
雲
、
そ
し
て
台

湾
文
学
と
関
連
し
て
い
る
も
の
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

次
は
、
「
台
湾
日
語
教
育
学
会
」
の
前
身
は
一
九
九
三
年
に
設
立
さ
れ
た

「
中
華
民
国
B
語
教
育
学
会
」
で
あ
る
。
任
期
は
、
原
則
と
し
て
は
二
年
か

-

1

一
年
で
、
各
大
学
で
交
替
し
て
学
術
活
動
の
関
連
事
務
を
し
て
い
る
。
事
務
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局
も
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
付
属
さ
れ
て
い
る
が
、
代
表
事
務
局
は
各
校
の
持

ち
ま
わ
り
で
、
こ
れ
ま
で
東
呉
、
淡
江
、
輔
仁
大
学
と
経
て
、
現
在
台
湾
大

学
が
受
け
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
そ
し
て
日
本

語
教
育
と
い
っ
た
専
門
分
野
の
会
員
や
研
究
者
に
発
表
の
場
を
提
供
す
る
た

め
に
、
「
台
湾
日
本
語
教
育
論
文
集
」
の
発
行
や
国
際
会
議
の
開
催
を
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
成
立
し
て
以
来
、
五
号
の
「
台
湾
H
本
語
教
育
論
文
集
」

が
刊
行
さ
れ
、
数
多
く
の
国
際
会
議
が
行
わ
れ
た
。
学
会
の
論
文
集
（
二
号

ー
五
号
）
と
、
国
際
会
議
の
論
文
集
(
-
九
九
八
年
以
後
）
を
次
の
よ
う
に

ま
と
め
て
お
こ
う
。

学
会
の
論
文
集
に
は
、
日
本
文
学
関
係
の
論
文
数
は
、
一
五
本
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
、
中
古
二
本
、
中
世
一
本
、
近
世
二
本
、
近
代
九
本
と
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
具
体
的
な
作
品
や
作
家
と
し
て
は
、
古
今
和
歌
集
、
宇
津
保
物
語
、

平
家
物
語
、
国
姓
爺
合
戦
、
芭
蕉
、
夏
目
漱
石
、
佐
藤
春
夫
、
石
川
啄
木
、

平
塚
ら
い
て
う
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
九
九
八
年
以
後
か
ら
行
わ

れ
た
国
際
会
議
の
論
文
集
は
、
「
日
本
語
文
学
国
際
会
議
論
文
集
」
(
-
九
九

八
年
三
月
）
、
「
邁
向
二
十
一
世
紀
的
日
本
研
究
国
際
会
議
論
文
集
」
(
-
九

九
九
年
七
月
）
、
「
新
世
紀
日
本
総
合
研
究
国
際
会
議
論
文
集
」
(
-
九
九
九

年
―
二
月
）
、
「
追
求
卓
越
的
日
本
研
究
国
際
会
議
論
文
集
」
(
―

1
0
0
一
年

一
月
）
、
「
二
十
一
世
紀
的
日
本
研
究
国
際
会
議
論
文
集
」
（
二

0
0
一
年
一

一
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
文
学
関
係
の
論
文
数
は
、
二
五
本
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
、
上
代
一
、
中
古
一

0
本
、
中
世
五
本
、
近
世
一
本
、
近
代
八
本
と

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
韓
国
文
学
と
台
湾
文
学
に
関
す
る
も
の
が
あ

り
、
一
応
日
本
文
学
の
論
文
数
に
入
れ
な
か
っ
た
が
、
韓
国
と
台
湾
の
文
学

に
つ
い
て
の
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
文
学
を
視
野
に
入
れ
て
は
い
る
。
ま
た
、

研
究
対
象
と
な
っ
た
作
家
や
作
品
は
、
古
事
記
、
王
朝
和
歌
、
源
氏
物
語
、

落
窪
物
語
、
直
物
語
、
和
泉
式
部
日
記
、
枕
草
子
、
無
常
観
、
平
家
物
語
、

徒
然
草
、
道
元
、
奥
の
細
道
、
森
鵬
外
、
夏
目
漱
石
、
蒲
原
有
明
、
芥
川
龍

之
介
、
山
崎
豊
子
等
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
前
述
し
た
共

催
の
大
学
が
編
集
し
た
国
際
会
議
の
論
文
集
と
重
な
っ
て
お
り
、
学
会
の
業

績
に
入
れ
な
い
こ
と
に
し
て
お
こ
う
。

そ
れ
か
ら
、
一
九
九
九
年
に
設
立
し
た
台
湾
日
本
語
言
文
芸
研
究
学
会
は
、

「
台
湾
応
用
日
語
学
会
」
と
同
じ
く
事
務
局
が
、
台
湾
南
部
の
台
南
に
あ
る

「
私
立
長
栄
管
理
学
院
外
語
中
心
」
に
付
属
し
て
い
る
。
研
究
発
表
会
や
日

本
の
研
究
者
を
呼
ん
で
講
演
会
も
す
る
が
、
や
は
り
言
語
、
教
育
方
面
の
も

の
が
多
く
文
学
関
係
の
も
の
が
少
な
い
。
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ニ

0
0
0
年
―
二
月
三

0
日
に
創
刊
号
と
し
て
発
行
さ
れ
た
論
文
集
『
日
本
言

語
文
芸
研
究
』
第
1
号
に
掲
載
さ
れ
た
石
川
啄
木
の
研
究
論
文
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
動
向
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
見
て
明
ら
か
な
の
は
、
台
湾
で
日
本
語
関
係
の
学
会
の
成
立
は

ま
だ
日
が
浅

<
-
0
年
ほ
ど
し
か
経
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
日
本
語
学
の
研
究
に
せ
よ
H
本
文
学
の
研
究
に
せ
よ
九

0
年
代
に
入

っ
て
か
ら
、
以
前
よ
り
重
要
視
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
前
述
し
た
伝
統
の
あ
る
四
校
の
「
日
本
語
文
学
系
」
出

身
で
、
そ
の
後
の
日
本
留
学
で
専
門
分
野
の
訓
練
を
受
け
た
若
手
の
研
究
者

と
、
こ
れ
ら
の
研
究
者
を
育
て
た
教
師
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
成
果
で

も
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
、
三
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
国
際
会
議
は
、
台
湾
の
日
本
文

学
の
研
究
活
動
を
支
え
る
の
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
な
お
、

日
本
文
学
の
研
究
論
文
は
、
ど
の
時
代
の
も
の
も
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
発
表

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
日
本
語
学
や
日
本
語
教
育
の
分
野
と
比
べ
ら
れ
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な
い
状
態
で
あ
る
。
論
文
の
本
数
も
、
中
古
と
近
代
が
他
の
時
代
よ
り
も
多

い
傾
向
に
あ
る
。
以
上
取
り
上
げ
た
八
校
の
文
学
専
攻
の
専
任
教
師
の
専
攻

別
で
分
け
て
み
る
と
、
三
六
名
の
う
ち
、
近
代
が
一
九
名
、
中
古
が
九
名
で
、

約
四
分
の
三
を
占
め
る
。
中
古
の
九
名
の
う
ち
、
輔
仁
大
学
は
五
名
（
去
年

ま
で
六
名
）
も
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
古
典
文
学
の
教
育
を
重
ん
じ

て
き
た
成
果
の
一
方
、
指
導
教
官
か
ら
の
影
響
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
古
に
し
て
も
近
代
に
し
て
も
研
究
対
象
は
限
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
も
見
う
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
伝
統
的
な
ジ
ャ
ン
ル
の
分
け
方
で
い
う
と
、
学
会
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
ジ
ャ
ン
ル
は
、
殆
ど
小
説
、
物
語
と
い
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
高
い
散

文
に
限
ら
れ
て
い
る
。
和
歌
、
連
歌
、
近
代
詩
と
い
っ
た
韻
文
の
ジ
ャ
ン
ル

も
多
少
見
ら
れ
た
が
、
戯
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
の
研
究
は
殆
ど
な
い
。
そ
れ
か
ら
、

こ
こ
五
年
内
に
学
会
で
発
表
さ
れ
た
作
家
・
作
品
の
回
数
は
、
啄
木
が
三
回

で
、
一
位
と
、
漱
石
二
回
で
、
二
位
と
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
前
述
し
た

研
究
紀
要
を
有
す
る
五
校
の
傾
向
と
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
五
校
の

研
究
紀
要
の
順
位
は
、
漱
石
（
五
回
）
、
啄
木
（
三
回
）
、
芥
川
（
三
回
）
、

『
源
氏
』
（
三
回
）
、
『
平
家
』
（
三
回
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
台
湾

で
こ
こ
数
年
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る
日
本
の
作
品
と
は
言
え
る
が
、
し
か
し

ま
だ
研
究
対
象
が
集
中
し
て
い
な
い
こ
と
も
伺
え
る
。

最
後
に
も
う
一
っ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
前
述
し
た
〈
本
土
化
〉
か

ら
の
影
響
が
見
え
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
単
に
研
究
対
象
の
み
な
ら

ず
、
二

0
0
一
年
前
後
「
中
華
民
国
日
本
語
文
学
会
」
と
「
中
華
民
国
日
語

教
育
学
会
」
が
大
体
同
じ
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
「

li日
本
語
文
学
会
」
と

「

鷹

H
語
教
育
学
会
」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。

以
上
四
章
に
わ
た
っ
て
日
本
語
関
係
の
大
学
、
学
会
を
通
し
て
台
湾
に
お

け
る
〈
日
本
文
学
研
究
〉
の
一
端
を
概
観
し
、
い
く
つ
か
の
傾
向
を
見
て
き

た
。
こ
の
台
湾
の
〈
日
本
文
学
研
究
〉
は
、
ま
ず
日
本
の
植
民
地
政
策
で
戦

前
〈
母
国
語
〉
と
し
て
日
本
語
教
育
を
受
け
た
台
湾
の
知
識
人
に
文
学
専
門

家
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、
戦
後
反
日
感
情
を
持
つ
政
府
の
方
針
の
た
め
、

日
本
語
関
係
の
人
材
や
大
学
で
の
日
本
語
教
育
や
日
本
語
学
・
日
本
文
学
の

研
究
の
中
絶
が
起
き
た
。
そ
の
時
期
、
〈
日
本
文
学
研
究
〉
は
い
う
ま
で
も

な
く
、

H
本
語
学
、
日
本
語
教
育
も
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
実
際

に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、

日
本
語
文
学
会
、
日
本
語
教
育
学
会
、
東
呉
大
学
博
士
課
程
設
置
、
そ
し
て

文
学
研
究
を
方
針
と
し
た
輔
仁
大
学
修
士
課
程
の
設
置
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
〈
日
本
文
学
研
究
〉
は
、
英
文
学
研
究
ほ
ど
重

要
視
さ
れ
ず
、
文
学
研
究
の
ジ
ャ
ン
ル
の
み
な
ら
ず
、
日
本
語
教
育
の
分
野

も
依
然
と
し
て
周
緑
的
な
位
置
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
科
系
の
非
実
用
性
が

問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
六
年
以
後
に
〈
応
用
的
〉
な
風
潮
に

乗
っ
て
設
け
ら
れ
た
「
応
用
日
本
語
学
科
」
か
ら
の
挑
戦
に
面
し
、
「
日
本

語
文
学
系
」
も
、
台
湾
本
土
の
研
究
に
役
立
つ
こ
と
を
め
ざ
し
、
教
育
（
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
）
や
研
究
（
対
象
・
方
法
）
の
方
向
を
進
め
て
き
た
。
具
体
的

に
は
、
台
湾
の
日
本
語
教
育
学
会
、
日
本
文
学
研
究
（
者
）
の
中
で
も
台
湾

文
学
と
日
本
文
学
に
ま
た
が
る
〈
本
士
化
〉
の
問
題
に
関
心
を
寄
せ
た
教

育
・
研
究
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
研
究
動
向
の
変
化
と
連
動

し
て
、
教
育
面
で
も
例
え
ば
い
く
つ
か
の
大
学
で
「
台
湾
日
語
文
学
」
、
「
台

湾
日
文
資
料
導
読
」
「
台
湾
日
文
資
料
研
究
」
、
「
台
湾
文
学
典
日
本
文
学
比

...... 
ノ‘
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較
研
究
」
と
い
っ
た
科
目
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ほ
か
に
、
〈
本

土
化
〉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
乗
っ
た
う
え
で
、
台
湾
社
会
の
た
め
に
積
極
的

に
発
言
し
、
台
湾
と
日
本
の
間
の
回
路
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
要
請
に
よ
り
、

台
湾
の
日
本
文
学
者
を
主
体
と
し
て
結
成
さ
れ
た
「
台
湾
文
学
協
会
」
で
は
、

「
中
日
現
代
詩
研
討
会
」
「
中
日
近
代
詩
研
究
会
」
「
文
学
翻
訳
賞
」
と
い
っ

た
文
化
交
流
、
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
注
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
「
近
代
日
本
興
台
湾
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ

た
国
際
会
議
で
あ
り
、
ま
た
、
現
代
西
洋
の
文
学
理
論
も
〈
本
土
化
〉
及
ぴ

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
化
〉
の
論
調
と
と
も
に
、
台
湾
の
日
本
文
学
研
究
の
分
野
の

み
な
ら
ず
多
く
の
分
野
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
台
湾
の
英

文
学
以
外
の
外
国
文
学
（
仏
、
獨
、
伊
太
利
、
西
班
牙
、
日
本
）
の
研
究
動

向
を
台
湾
と
世
界
の
国
々
へ
紹
介
す
る
た
め
、
季
刊
誌
『
世
界
文
学
』
が
発

行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
と
並
行
し
て
、
前
述
の
大
学
や

学
会
で
は
国
際
会
議
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ

こ
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
台
湾
に
お
け
る
〈
日
本
文
学
研
究
〉
の
方
向
性
が

見
え
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
動
き
の
中
で
こ
そ
、

〈
日
本
文
学
（
研
究
）
〉
に
対
す
る
意
義
・
理
解
も
よ
り
深
め
ら
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
l
)

今
回
参
考
に
し
た
の
は
各
大
学
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
或
い
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
以
下

に
記
し
て
お
く
。

1

文
化
大
学
日
本
語
文
学
系

http://db.pccu.edu. t
w
/
d
e
p
t
/
c
r
g
_
g
r
o
u
p
/
 

付
記

東
呉
大
学
日
本
語
文
学
系

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
c
u
.
e
d
u
.
 t
w
/
j
a
p
a
n
e
s
e
/
 

淡
江
大
学
日
本
語
文
学
系

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 tku. edu. t
w
 /
 
G
r
a
d
u
a
t
e
/
 

輔
仁
大
学
日
本
語
文
学
系

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 fju. edu. t
w
 /1
j
a
p
a
n
 

政
治
大
学
日
本
語
文
学
系

http:// 
J
a
p
a
n
e
s
e
.
n
c
c
u
.
e
d
u
.
 t
w
/
i
n
t
r
o
.
h
t
m
 

東
海
大
学
日
本
語
文
学
系

http:// w
w
w
2
.
 thu. edu. t
w
 /1
j
a
p
a
n
 

台
湾
大
学
日
本
語
文
学
系

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
,
m
s
.
c
c
.
n
t
u
.
e
d
u
.
 t
w
/
1
j
a
p
a
n
e
s
e
 

静
宜
大
学
日
本
語
文
学
系

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 pu. edu. t
w
 /1
j
a
p
a
n
 

(
2
)

今
回
の
報
告
で
は
「
日
本
語
文
学
系
」
に
焦
点
を
置
い
た
た
め
取
り

上
げ
な
か
っ
た
が
、
「
応
用
日
語
学
系
」
等
で
も
文
学
関
連
の
講
座
は

開
か
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
を
担
当
可
能
な
教
師
や
研
究
者
も
各
校
に
い

る
こ
と
を
一
言
断
っ
て
お
く
。

(
3
)

去
年

W
T
o
（
国
際
貿
易
組
織
）
に
加
入
し
て
以
来
、
台
湾
の
大
学

は
、
教
学
と
研
究
の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
大
学
連
盟
の
声
が
高
ま

っ
て
き
た
。
そ
の
動
き
の
中
で
初
め
て
実
践
さ
れ
た
の
は
、
二

0
0
ニ

年
三
月
二
四
日
に
国
立
大
学
の
交
通
大
学
、
清
華
大
学
、
陽
明
大
学
、

中
央
大
学
の
四
校
に
お
い
て
連
盟
の
契
約
を
結
ん
で
設
立
さ
れ
た
「
台

湾
聯
合
大
学
系
統
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
国
立
台
湾
大
学
、
政
治

大
学
、
成
功
大
学
、
中
山
大
学
の
四
校
で
も
「
台
湾
大
学
系
統
」
を
連

8
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
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（
輔
仁
大
学
日
本
語
文
学
系
講
師
）

盟
と
し
て
設
置
す
る
よ
う
に
同
日
、
正
式
に
発
表
し
た
。
今
後
の
動
き

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)

今
回
の
報
告
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
大
学
の
林
栄
一
先

生
、
台
湾
大
学
の
苑
淑
文
先
生
、
東
海
大
学
の
紀
朝
栄
先
生
、
淡
江
大

学
の
顧
錦
芥
先
生
、
政
治
大
学
の
王
淑
珍
助
手
、
同
卒
業
生
丁
曖
琳
さ

ん
、
そ
し
て
輔
仁
大
学
の
坂
元
さ
お
り
先
生
、
八
尋
恵
美
先
生
、
同
大

学
院
生
劉
佳
痘
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
一

言
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
。
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